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液の pH に大きく関わっており,低 pH のとき色
戻 りが強く抑制される傾 向にある｡特に培養液の
pH が4.6以下になったときには大きな抑制効果を






































































































































木材研 究 ･資料 節28号 (1992)
∫.OHNISHT,T.WATANABEand T.KosHIJIMA:
Synthesis of Dehydrogenation Poly-er-













































































































fied Wood:Relationship between Di-en-















































木材 研究 ･資料 第28号 (1992)
に長軸を持つ楕円形であると考えられる｡







































































































































































































































































































































































































Candidates in the Termite,Coptotermes
Formosanusshiraki(Isoptera:Rhinotermi-
tidae),MokuzaiCakkaishi,38,5931599(1992)




























































logical Resistance of FurfuryI AIcohol-
Treated Wood,Thetnt.Res.GrouponWood




































































































































































44mm の GPS積層パーティクルボードは JISA
1304に基づく燃焼試験において,1時間耐火の面
材料としての可能性が認められた｡
梶田 無,川井秀一,今村祐嗣 :パーティクルを化
学処理 して製造 したボードの耐久性について,材
料,41(461),170-175(1992)
フェノール樹脂含浸パーティクルボードとアセチ
ル化処理低比重パーティクルボードを製造し,各種
促進劣化試験法を適用してボードの耐久性を検討し
た｡これらボードの劣化処理後のはく離強度 (IB)
および厚さ膨張率 (TS)を コソトロールと比較し
て,以下の結果を得た｡行った各種促進劣化試験法
の中では ASTM 6サイクル処理が最も大きな劣化
を引き起こす｡劣化処理後のTSは樹脂含浸処理あ
るいはアセチル化処理の影響を大きく受け,樹脂重
量増加率5%あるいはアセチル化重量増加率16%
で,コントロールのそれの約班になった｡樹脂拠
理ボードは重量増加率20%に達すると,スプリング
バックがほとんど認められなくなった｡
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